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身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
の
身
延
山
大
学
学
部
改
組
に
伴
い
、「
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
」
と
名
称
変
更
を
行
い
、
そ

れ
に
従
い
『
身
延
山
資
料
叢
書
』
も
装
い
を
新
た
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。『
身
延
山
資
料
叢
書
』
は
こ
れ
ま
で
各
方
面
よ
り
多
く
の
暖
か
い
お
言
葉
を
頂
戴
す
る

の
と
同
時
に
多
く
の
要
望
も
頂
い
て
い
た
。
故
に
こ
れ
を
機
に
、
本
巻
よ
り
標
記
な
ど
を
改
め
て
発
刊
す
る
こ
と
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

本
巻
に
収
録
し
た
『
法
華
遊
意
』（
一
冊・

『
身
延
文
庫
典
籍
目
録
』「
珍
本
〈
板
本
〉
二
―
二
」）
は
、
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
の
身
延
山
久
遠
寺
内
に
あ
る

身
延
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
「
平
成
二
十
九
年
度
身
延
文
庫
調
査
」
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
も
の
で
、
特
に
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
本
巻
編
集
担

当
の
南
權
熙
教
授
（
大
韓
民
国・

慶
北
大
學
校
）
稿
「
身
延
文
庫
『
法
華
遊
意
』
木
版
本
の
書
誌
研
究
」
に
詳
述
さ
れ
た
。

　
『
法
華
遊
意
』
の
影
印
部
分
に
つ
い
て
は
、
原
本
保
護
の
側
面
よ
り
写
真
版
の
一
部
に
は
不
十
分
な
箇
所
も
あ
る
が
、
了
と
さ
れ
た
い
。

　

本
書
を
収
録
刊
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
所
蔵
者
で
あ
る
身
延
山
久
遠
寺
よ
り
ご
理
解
と
ご
許
可
を
賜
っ
た
。
ま
た
身
延
文
庫
及
び
宝
物
館
の
関
係
各
位
に
は
、

原
本
の
調
査
に
特
別
の
ご
高
配
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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本
資
料
集
編
集
は
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
と
「
慶
北
大
学�BK
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伝
統
記
録
物
分
析
活
用
ア
カ
イ
ビ
ン
専
門
家
養
成
事
業
チ
ー
ム
」
が

主
に
担
当
し
た
。
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